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１９ 教 育 資 料 委 員 会 

        

  一  テーマ 

 ・小県上田教育会が所有している教育関係資料等を件名目録として整理し、 

データ化して保存する。 

・それらの有効な活用方法を検討するとともに、公開の準備をしていく。 

 

  二  テーマ設定の理由 

   小県教育会には膨大な教育関係資料・史料が保存されている。しかし、検索の機能を整備し

ていないため、次世代の研究者が利用できない状況が続いている。 

   本委員会では長年教科書の保存と活用を図ってきたが、それよりも明治～大正に至る郡役所

の書類など、貴重な資料が存在するので、この資料（史料）の有効活用を可能にするため、

件名目録をデータ化し、さらに会員の授業研究や次世代研究者の研究に活用できるよう、件

名目録などを公開したいと考え、このテーマを設定した。 

 

  三  研究の経過 

第１回      ５月 ２日（火） 令和５年度 委員会発足会と今年度の方向の決定 

第２回      ６月２２日（木） 今年度の活動方針に基づいた作業 ① 

第３・４・５回  ８月１８日（金） 今年度の活動方針に基づいた作業②・③・④ 

第６回     １０月 ３日（火） 今年度の活動方針に基づいた作業⑤ 

        １０月２６日（木） 信濃教育会より三氏来訪。本委員会の活動内容を視察 

顧 問 伊藤 純郎 様（筑波大学名誉教授） 

部 長 清水 恒善 様 

学芸員 岩下 寿恵 様 

 

  第７回     １１月２７日（月） 今年度の活動のまとめと来年度の展望の話し合い 

   

 四  研究の内容  

１ 上小教育会館第２資料室に所蔵されている「学務雑件編冊」の件名目録を検索しや

すい形に整える。 

２ これまで保存されてきた過去のデータを統一した形式で保存・管理する。 

３ データ化した資料を上小教育会ホームページに掲載できるようにする。 

４ すぐに授業に利用できるような資料を発見できた場合は、なるべく早く公開できる

ようにしていく。 

  

 五  研究のまとめと課題 

 成 果 

１ 「学務雑件編冊」の件名目録を検索しやすい形に整える。 

２ これまで研究・保存されてきた過去のデータを統一した形式で保存・管理する。 
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  →上記の２項目については、検索のしやすいデータ形式を模索中ではあるが、下記

の冊子の件名目録を統一された形式で Excel ファイルに入力が完了した。 

①明治２８～３５年 ②明治３５～４０年 

③明治４０～４５年 ④大正元年～ ７年 

⑤大正 3 年～４年（以上 前年度までの研究の成果） 

⑥大正５年分までの作業の続きと大正６年のデータ化 

（本年度の成果） 

３ データ化した資料を上小教育会 HP に掲載できるようにする。 

  →上記データを HP に掲載できるよう、簡易な件名目録を 

 PDF 化した。 

事務局に来れば紙媒体の一覧表や Excel データで検索できるようにした。 

４ すぐに授業に利用できるような資料を発見できた場合は、なるべく早く公開できる

ようにしていく。 

  →上田藩の藩校明倫堂を生かした「旧文武学校建家畧圖」のほか「常入分教場」「常磐

城分教場」「鍛冶町派出所」の図を写真で撮り、公開の準備をした。 

 

・上記の活動を、夏休みの１日（半日 ３回分）を使って大正５年の「学務雑件編冊」 件

名目録を仕上げ、９・１１月の２回までに大正６年分も完成させることができた。 

・古文書の文字に慣れない委員が多い中、協力して作業を進めることができた。 

・そのような中で、上田藩明倫堂（藩校）の建物を利用した当時の上田尋常小学校や、分

校の平面図を見つけることができた。また、満州開拓団に向けてオルガンなどを寄付し

たことに対する感謝状など日々の授業に生かせそうな資料も、少しではあるが、見つけ

ることができた。 

・信濃教育会信濃教育博物館のアドバイザー伊藤純郎先生や清水恒善部長・岩下寿恵学芸

員に訪問していただき、今後の保存・活用の方法について示唆をいただくことができた。 

 

課 題 

・古文書を読める委員を増員したり、退職された古文書を読める会員にご協力をお願いし

たりして、収蔵されている資料・史料の整理を進め、早めに教材化できるといい。 

・今年度の委員会活動は、1 時間×7 回で実施したが、データ化を急ぐならもう少し回数

を多くしたい。または、リモートでの解読作業などもできるようにして作業時間の確保

ができるといい。 
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信濃教育会 清水 恒善部長先生からのお手紙より 

 

「記録・資料」 から 「アーカイブ」 としての位置づけへ   

上小教育会 教育資料委員会に学ぶ   

上小教育会では大正期の教育を物語る資料「学務雑件編冊」の「件名目録」作成に取り組まれているとい

うことをお聞きし、上小教育会館に、橋詰文彦教育会長、教育資料委員会の中野裕顕校長、水野哲委員長を

訪ねました。貴重な資料が大量に残されていたこと、さらには年度ごとに綴ってあったものが上小教育会に

より昭和期にハードカバーで再製本されていたことにも驚かされました。 

当時の役人が記した手書きの索引を丁寧にテキストに起こしデジタル化していく作業は、旧字体、変体仮

名に加えくずし字も多く解読に苦心されたようです。これによりどんな内容の文書がどこにあるか一目瞭然

となり、一群の古い資料がアーカイブとして命を吹き込まれた思いが致しました。特に教員の研修に関わる

文書が多いということからは大正期の信州教育の充実ぶりが伺えます。 

アーカイブとして過去を尋ねる道を拓くことの意味はとても大きいように感じます。長野県の教師である

私を私たらしめている過去の記録は、私自身を探っていくことでもあり、過去の教師の熱い思いや優れた実

践、地域の期待に触れることは私の未来を創ることにもつながるのではないかと思い、上小教育会館を後に

しました。 

 （参考 「上田・小県」第 214 号（R5,7,14 発行）） 

 

 

Excelデータ化した「大正６年「学務雑件編冊」 小県郡役所」       旧文武学校（明倫堂）建家畧圖 


